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論文内容の要旨
阻日爵時の閉口筋活動は食物の性状に対応して調節されている。例えば 硬く強靭な食品を哩日爵する時に
は閉口筋活動が高まり，喧日爵力は増大するが，同様の現象は麻酔動物においても認められる。浅麻酔下の
ウサギにおいてリズミカ Iレな大脳皮質性誘発顎運動 CCR JM) 中に上下顎臼歯聞にテスト物体を挿入する
と，関口筋活動が増大する。乙の現象の発現に歯根膜感覚を中心とした口腔内感覚が関与している乙とは
既に知られているが，口腔内感覚を遮断しても乙の現象は完全には消失しない乙とから，他の感覚も岨H爵
時の閉口筋活動の調節に関与している乙とが考えられる。口顎領域に分布する受容器のうち，閉口筋中の
感覚受容器である筋紡錘は岨H爵時の閉口筋活動の調節に関与していると推察されるが実際にどの程度調
節に関与しているかは未だ十分には解明されていない。そこで本研究は，乙の点を明らかにする目的でウ
サギを用い，以下の 2種類の実験を行った。
第 1 の実験では，三叉神経中脳路核の破壊によって筋感覚入力を遮断した場合， CRJM 中に上下顎臼
歯聞にテスト物体を挿入した時の閉口筋活動の増大効果にど、のような影響が生じるかを検討した。第 2 の
実験では，下顎の受動的な運動時および阻H爵時における閉口筋感覚受容器の活動を三文神経中脳路核細胞
より記録分析することによって 筋感覚終末の同定と阻H爵時の活動相について検討した。
関口筋筋紡錘の細胞体が存在している三文神経中脳路核を通電によって破壊し，筋感覚入力を遮断する
と， CRJM 中に上下顎臼歯聞にテスト物体を挿入した時の岐筋活動の増大率は有意に減少した。しかし，
乙の破壊による効果は，核周辺部の細胞の障害により誘発されている可能性がある。乙の可能性を除くた
め，大部分の動物では中脳路核破壊の 1 週間前にカイニン酸を核内に注入して周辺部の細胞を前もって変
性させておいたD また，中脳路核破壊の効果がこの核中に存在する歯根膜感覚受容細胞の損傷によって生
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じた可能性もあるため，一部の動物では上顎神経および下歯槽神経の切断によって歯根膜感覚を含む口腔
顔面感覚を遮断し，同様の破壊実験を行った。その結果，このような動物においても先に述べたテスト物
体挿入時の校筋活動の増大率は 中脳路核破壊によって有意に減少した。
次iと，受動的に関口させる乙とにより閉口筋に台形状の筋伸張を加えた時の関口筋感覚受容器の活動を
三叉神経中脳路核細胞から記録した。乙れらの細胞は関口時において放電頻度が寸邑性に増大し，関口度
を一定にすると直ちに放電頻度が減少し，その後ほぼ一定の放電頻度を保った。そこで，伸張直後 1 秒に
おける放電頻度の減少分，すなわち dynamic index (D 1 )を求め， 個々のニューロンについて関口
速度との関係を調べると 両者聞には有意の相関が認められた乙とから，その回帰直線の傾きを
velocity sensitivity と定義した。一方，中脳路核の細胞には SCh の投与によって D 1 が増大す
るものとほとんど変化しないものとが存在し，前者では velocity sensitivity が大きく，後者で
は小さかった。筋紡錘には核袋線維と核鎖鰍佐の二種類の錘内線維があるが， SCh はこのうち核袋線維
を濁R的に収縮させDI を高めることから 本研究で記録できた細胞のうち. SCh 感受性グ Iレープが一
次終末，非感受性ク勺レーフ。が二次終末に相当するものと考えられる。
阻日爵時の三文神経中脳路核細胞の示す活動を記録すると，主として関口相に活動を示すタイプ 1 ，主と
して閉口相に活動を示すタイプn ，関口開始時と速い閉口相から遅い閉口相への移行期に放電頻度が増大
するタイプrn ，および岐筋活動持続時間内のみに活動を示すタイプ町の 4 タイプに分類できた。乙のうち，
タイプ町は，下顎の受動的関口に応答を示すものの，その闘値が他の 3 タイプに比べて高く，筋紡錘から
の感覚を伝えているものとは考えにくい。これに比して，タイプ 1 ， n ，田の細胞は関口による筋伸展に
対して極めて敏感であり，筋紡錘からの情報を伝える細胞であると考えられる。記録できた細胞のうち，
タイプ I およびタイフ。置が比較的多く存在し， SCh ~L:感受性のあるものではタイプ 1 ，亜が，感受性の
ないものではタイプ 1 ， n が多かった。また，テスト物体阻H爵中に放電頻度が増大したのは， SCh'乙感
受性を有しているタイプ匝であった。
したがって本研究の結果，阻鴫時の閉口筋活動の調節には 歯根膜感覚以外にも閉口筋中の筋紡錘の一
次終末が関与している乙とが示唆された。
論文の審査結果の要旨
本研究は閉口筋中の筋紡錘からの求心性情報(筋感覚入力)が哩瞬時の閉口筋活動の調節にどのように
関与しているかをウサギを用いて検討したものである。
その結果，岨H爵時の間口筋活動の調節には，閉口筋筋紡錘からの感覚入力が歯根膜からの感覚入力と共
に重要な役割を果たしている乙とが明らかとなった。また この筋紡錘感覚入力としては特に一次終末が
関与している乙とが示唆された。
本研究は，従来解明されていなかった閉口筋活動の調節に対する関口筋感覚入力の役割を明らかにした
ものであり，食物の性状に対応した岨H爵圧調節の神経機構を解明する上で極めて有益な示唆を与えるもの
である。よって，本研究者は歯学博士の学位を得る資格があるものと認める。
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